
1982年 12月

研究速報 乳酸値測定による腸管のviability判定に関する新しい試み
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図 漬 瘍または懐死形成の有無とΔLa.値の関係
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緒  言

腸管のviabilityを半J定する方法は種々報告 されて

いるが,多 くは測定方法が煩雑だった り,得 られる情

報が不安定だった りして臨床に応用 しにくい面を有 し

ている。今回我々はイヌの小腸を用いて種々の血行不

全状態を作製 し,吻 合部腸管壁血液中の乳酸値を測定

して,これが腸管の viability半J定の指標になり得るか

否かを,実 際に吻合試験を行い検討した。

方  法

雑種犬21頭を用いた。 レスピレーターを装着 した

GOF麻 酔下で開腹 し,空 腸または回腸で,ま ず吻合予

定部で辺縁血管を処理し,腸 管に鉗子をかけて血流を

遮断した。次に, この部位より肛門側の腸管に流入出

する腸動静脈を辺縁血管 と温存 しつつ 1～ 3本 二重結

熱し,血 流の悪い状態を作製 した。吻合予定部揚管壁

に5 mm前 後の粘膜下までの小切開を加え,そ こから

出血した血液をマイクロサンプリングピペ ットで50″1

採血し,ロッシュ社製乳酸測定器640で乳酸値を測定し

た。測定は腸動静脈結繁後15分毎に60分まで行い,健

常部腸管壁血液中乳酸値 との較差を求め, この値を局

所の循環不全により上昇した値 とみなした (以下この

値を △La.値 と略す)。この後,吻 合予定部腸管を 1
～2 cm切 除 し,絹 糸を用いて健常部腸管 と吻合を

行った。原則 として 7日 後に吻合部腸管を観察 し,

ΔLa.値 との関係を検討 した。

結  果

吻合部腸管に漬瘍または懐死を形成 した例は11例あ

り,潰 瘍や懐死の形成がなかった例は10例であった。

図は,こ の両群について △La.値を比較 したものであ

る。腸動静脈結熱後15分では,漬 瘍懐死非形成例では

1421を除き他は1,Ommo1/1以下を示 し,潰 瘍懐死形成

例ではすべて1.0「lmo1/1以上を示した。45分および60

分になると,前 者ではすべて1.Omlno1/1以下を示し,

後者では同様に1.Ommo1/1以 上を示 して,両 群で明ら

かな差を認めた。

結  論

本実験のごとき条件下では,血流遮断後15分のΔLa.

値が1.Omm01/1以 下の場合,ま たは,15分 ないし30分

の △La.値 が1.Omm01/1以 上であっても45分ないし60

分後で1.Ommo1/1以 下に低下していれば,そ の部位の

腸管はviableであると半」定可能であった.腸管壁血液

中の乳酸値は局所の循環動態を反映するものと考えら

れ,△ La.値 の測定は腸管の viabilityを判定する上で

有用な指標になり得ることが示唆された。

索引用語 :腸管のviabllity判定法
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